
スポーツ指導とハラスメント（弁護士　佐渡島　啓）
ここ最近、県内のスポーツ団体から指導者向けの講演やグループディスカッションでの進行役の依頼を受けることが増えました。
相変わらずスポーツの世界でも発生してしまうハラスメント問題がテーマのことが多いのですが、このような研修会等に集まる真面目な指
導者には、パワハラやセクハラを犯す心配は恐らくありません。
このような場に興味をもたない指導者にも感心をもってもらうようにどうしたら良いのか、今後はこの点もスポーツ団体と協議しなければ
なりません。

弁護士　佐渡島　啓

頑張れ、ＮＨＫ　特集ドラマ「ガラパゴス」（原作　相場英雄さ
ん）　（弁護士　伊須　慎一郎）
ずっと、相場英雄さんの「ガラパゴス」が映像化されないかと期待していた。
難しいテーマで、しかも、派遣労働の酷さを抉り取るだけでなく、
労働の場に人間性を取り戻そうとする相場さんの原作を映像で表現できるか、
無理かなとも思っていた。
そうしたところ、ＮＨＫのドラマ特集で2回にわたり、放送されるという。

織田裕二さんが主人公の田川刑事を演じるという。
織田さんが、悲しくなるほどやさしく、そして強い派遣労働者だった
仲野定文の死の真相に、どのように迫るのか。

そして、「ガラパゴス」を見た、私たちが、働くことの意義を、
もう一度根っこから考え直すことができるのか。

みなさん、是非観てください。

そして、現場で懸命にたたかっているＮＨＫのみなさん、ありがとう。

弁護士　伊須慎一郎
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「賃金上昇とストライキ」（弁護士　髙木太郎）　
今朝、NHKのラジオ放送を聞いていたら、日本はストライキがないから賃金が上がらない。
欧米のようにエッセンシャルワーカー（医療従事者や教員）が、社会的正義の実現（医療体制の充実や少人数学級の実現など）と合わせて
賃上げを求めてストライキをやれば社会の理解も得られていいのではないか、という趣旨の話がされていました

へー、NHKがこんなことを言うんだと思って聞いていたら、発言者は「人新生の『資本論』」で有名な齋藤幸平東大准教授でした。
まったく、その通りだと思うのですが。

弁護士　髙木　太郎　

「新国立競技場を走る」（弁護士　鴨田　譲）
早稲田大学ＯＢによる早稲田駅伝という駅伝大会があり、私も過去３度参加していますが、ここ２年はコロナの影響で中止されていました。

ですが、先日３年ぶりに開催されました。会場は新しくなった国立競技場です。

国立競技場のトラックを走る機会は滅多にないと思うので貴重な経験ができましたし、１箇所に１０００人以上集まるイベントに参加した
のも久々でしたので楽しめました。

また機会があれば参加したいと思います。

弁護士　鴨田　譲
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年賀状（弁護士　梶山　敏雄）
毎年の年賀状のやり取りも少々くたびれる年齢となりました。
今年届いた年賀状の中に、加須市の小坂徳蔵議員から「４月に市議選がありますが立候補しないで勇退します。これまで１２期・４８年間
努め、議員活動が人生でした」とありました。
私は今年が弁護士生活４５年目であり、弁護士になった当初から何の事件がきっかけであったか忘れてしまいましたが、小坂さんからはこ
れまで何十件もの相談・事件の紹介依頼が続いていました。私より多分年齢は少し下だと思いましたが当時から背が高くイケメン共産党議
員でした。
何にせよ４８年間１回も選挙落選がなく議員活動を続けるというのは本当に大変な努力があったと思います。
ご苦労様、お疲れ様でした。

（弁護士　梶山　敏雄）

【コラム】幸福を願う（弁護士猪股正）
　２０２３年、埼玉総合法律事務所は開所５０周年を迎える。気付けば、入所後、その歴史の過半を超える月日が経った。私のような者を
受け容れてきてくれたこの事務所の懐の広さに感謝するばかりだ。

　コロナ禍が急来したこの３年間も、事務所の大会議室を利用させてもらい、臨時電話回線を引き、全国一斉電話相談会の埼玉の拠点とし
て、計１７回、合計１万５０００件以上の相談に全国連携で対応した。法律家のほか、労働、医療、こころ、生活支援の専門家など延べ約
５００人が参加し、コロナ禍を乗り越えて、地域での協働の取組を続けることができた。

　毎回、１２時間、電話に向かい続けた。低年金や無年金で、生活が立ちゆかないという高齢の人からの相談が多い。「仕事もなく、生き
る目標もない。明日死んでもいい。」「餓死・孤独死が自分に近付いていると思う。」「これで最後と思い電話しました。」。ニュースが
映し出す全国旅行支援や年末年始の賑わいとは隔絶した現実。高度経済成長～バブルの崩壊～リーマンショックなどの社会変動を生き抜き、
高齢となった今、孤立し生きる意味を感じられない社会。自己責任の名のもとに競争を強いられ、生まれた家の経済力が人生を大きく左右
し、失敗すればやり直しがきかない社会。人間として生きる意味や幸福を求めることが一部の幸運な者の手にしか渡らない社会。こんな理
不尽な社会のままなら、外から攻撃されるより先に、内部から崩れていく。

　５０年を振り返り、自分、事務所、地域、この国の未来を考え、何ができるかをあきらめずに考え続ける１年を歩みたい。

弁護士　猪股　正

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）
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【コラム】奨学金保証人訴訟（弁護士鴨田譲）
日本学生支援機構の奨学金は、借りる際に人的保証を選択した場合、連帯保証人と保証人の2人を付ける必要があります。
この場合、民法上、連帯保証人は奨学金全額の支払義務を負いますが、保証人は半額しか支払義務を負いません（「分別（ぶんべつ）の利
益」と呼ばれます）。
しかし、機構はこれまでに保証人に対し半額でなく全額を支払わせていたことが分かり、2019年5月、札幌地裁と東京地裁で各2名の
原告が払いすぎた奨学金の返還等を求める裁判を起こしました。
2021年5月には、札幌地裁で過払金元金の返還を認める判決が下され、2022年5月の札幌高裁では、機構を「悪意の受益者」と認
定し、過払金元金に加え利息も付した返還を命じました。

これを受け、機構は上告を断念し、半額以上の支払をした本件原告以外の保証人に対しても利息を付けて過払金の返還をすることになりま
した。
その後の2022年10月、東京地裁では和解が成立しました。
この和解では、保証人への返金通知書には理解しやすい平易な説明を行うこと、機構がデータを消去した場合であっても丁寧な対応に努め
ること、今後機構は保証人に対して半額を超える額を請求しないことなどを機構が約束しています。

機構については、今回のような誤りが発生した原因を十分に調査してもらいたいですが、元を辿れば機構奨学金の保証制度自体に問題があ
りますので、人的保証は速やかに廃止し、将来的には機関保証も廃止する必要があると思います。

弁護士　鴨田　譲
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「輪投げ」（弁護士　鴨田　譲）
生後５ヶ月になる娘がおじいちゃんおばあちゃんから輪投げのおもちゃを買ってもらいました。

かわいらしいおもちゃと思いましたが、これを遊ぶには、

①投げ輪をつかむ
②つかんだ投げ輪を投げる
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③投げ輪を棒に通すというルールを理解する
④棒に通るような力加減で投げ輪を投げる

という高度な理解と動作が必要なことに気づきました。
娘はまだ①投げ輪をつかむことしかできませんが、④に到達できるまでただ見守ります。

弁護士　鴨田　譲

「教えることと学ぶこと」（弁護士　深谷　直史）
少し前ですが、働くもののいのちと健康を守る埼玉センター（通称いの健）理事会でミニ講義の講師を担当しました。
テーマは、「令和３年脳・心臓疾患労災認定の改正について」です。

講師の準備というのは結構大変なもので、プリントひとつ作るだけでも文献や通達を色々とチェックしなければいけません。
能動的に勉強して脳をフル回転させる感じです。机で授業を聞いているよりも、こっちの方がよっぽど勉強になります。
肝心の講義の出来はというと…自分自身の理解不足もあり、あんまりだったかなと思います。
少し悔しいです。これを機会に、より知見を深めていきたいです。

弁護士　深谷　直史

「プランターの　草を育てる」（弁護士　竹内　和正）
自由律俳句とは、五・七・五の十七音や季語といった定型の制約がなく、感じたままを自由に表現する俳句の型をいいます。著名な俳人と
して尾崎放哉や種田山頭火などがあげられます。「咳をしても一人」や「分け入つても分け入つても青い山」などが有名ですよね。
僕はなぜか、この「分け入つても分け入つても青い山」が好きで、よく、「ああ、これはまさに『青い山』だなあ（詠嘆）」と感じていま
す。
僕は、今年の夏、プランターに生えてきてしまった雑草に毎日水をあげ続け、大きく育てていたのですが、ふと、「プランターに勝手に生
えた　雑草を育てる」という自由律俳句が浮かびました。
それを日々、ブラッシュアップしていき、「プランターに生えた　草を育てる」とし、最終的に「プランターの　草を育てる」としました。
なかなか良いものができたと思い、妻に披露したのですが、特に感想はありませんでした。
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なお、最近、プランターじまいのため、３か月ほど水をやり続けた雑草を引き抜いたのですが、そのときの匂いで、それが昨年に育ててい
た大葉の名残が土に残って発芽したものだったことが分かりました。
「プランターの　大葉をひきぬく」

弁護士　竹内　和正
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